
 

 

 
みんなで応援しよう！ 家庭教育！ 
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《家庭教育支援チームの活動》日高管内発 

新冠町の親子に大人気！「びっくり箱の冬のお楽しみ会」 

「北海道子ども読書応援団」の読み聞かせの団体「びっくり箱」が、毎年 12

月に新冠町レ・コード館で冬のお楽しみ会を開催しています。 

びっくり箱は昭和 56 年（1981 年）に発足し、絵本の読み聞かせのほか、

人形劇や手作り大型絵本など、多彩なメニューで子どもたちの読書習慣の定

着や親子がふれあう機会を提供してきました。 

冬のお楽しみ会は１年の中で最大の催しで、レ・コード館で一番大きなホールは約 150人の親子連れでいっぱい

になります。特設ステージの前にはござが敷かれており、自由に席を移動することができます。 

子どもたちは歩いたり、踊ったりしながら、読み聞かせ、手遊び歌、パネ

ルシアターとテンポ良く進む演目を思うままに楽しみます。大人たちはそ

んな子どもの賑やかな様子を温かく見守るため、会場は居心地のよい、温

かな雰囲気に包まれます。 

団体の代表は「演出をいろいろ考え、みんなでアイディアを出し合って実

現させることが楽しい」と語っていました。15 人のメンバー自身が活動を

楽しんでいることが、長年にわたり子どもたちが楽しく本と出会うきっか

けを生み出し続ける秘訣かもしれません。 
 

《JA 新函館農業協同組合厚沢部女性部の取組》檜山管内発 

食育活動を通じて、地域の子どもたちや家庭に食の大切さを伝える！  

厚沢部町を拠点に活動する新函館農業協同組合「厚沢部女性部」は、部員数３１

名中、農業従事者ではない准組合員が９名を占めるなど、先輩部員からの伝統を

受け継ぎながらも、部員の間口を広く開き、様々な挑戦を続けています。 

厚沢部特産品のメークインを使ったチーズケーキや厚沢部産大豆「トヨマサリ」と

厚沢部産のお米「ふっくりんこ」を使った味噌は、道の駅での販売をはじめ、地元食

堂への提供や道南地区の子ども食堂や児童養護施設への寄贈も行っています。 

厚沢部町、商工会、JA、青年部、女

性部との連携で、１５年以上前から

毎年夏まつりで行っている「ジャンボコロッケ」づくりのイベントは、

２０２２年にギネス世界記録に認定されるなど、町民や来場者から好

評のイベントとなっています。部員の中には、家事や仕事で日々忙し

い子育て世帯への支援のため、自ら経営する飲食事業において、場

所を選ばず、顧客に合わせたケータリングサービス（出張料理）をし

ていたり、地元食体験、イベント出店、教育機関での料理教室を開催

したりするなど、多様なサービスで地域づくりに貢献しています。 

新しい活動だけでなく、郷土料理や伝統ある活動も大切にしつつ、柔軟な組織運営を行って、組織の枠にとらわ

れることのない食育活動を通じて、地域の子どもたちや家庭に食の大切さを伝え、地域の未来を支えています。 

 

 

 

 

地元食材での手作りみそ 

 

人形劇を間近で見る子どもたち 

 

手遊び歌は参加者も一緒に楽しみます 

 

 

ギネス記録認定！ 

７月 17 日は、「北海道みんなの日」、愛称「道みんの日」です。 

北海道の歴史や文化、豊かな自然や風土など、北海道の価値を見つめ直し、これからの 

北海道を考える日として定め、今年は 10 回目の節目を迎えます。 

道みんの日である７月 17 日（金）は、記念事業として赤れんが庁舎で「道みんがっこう」を 

開催します。「北海道という風景をつくった物語」をテーマに、３人の専門家の講演を通じて、 

北海道らしさをたどるセミナーや PMF ミニコンサートが行われます（いずれも無料）。 

気になる方はホームページをご覧のうえ、お申し込みください（申込期限：７月 10 日）。 

 
学びポータルサイト 道みんのがっこう 



 
 

 

《家庭教育サポート企業の取組》胆振管内発 

自然体験を通して育ちを支える～NPO 法人登別自然活動支援組織モモンガくらぶ～ 

NPO 法人登別自然活動支援組織モモンガくらぶ（以下、モモンガくらぶ）は、幅広い世代を対象

に、自然体験活動、子育て支援、人材育成、地域づくりなど、多岐にわたる取組を展開しています。 

拠点となる 「登別市ネイチャーセンターふぉれすと鉱山」 では、宿泊学習の受け入れをはじめ、川遊びやリバー

トレッキングなど、環境教育を中心とした多彩な体験プログラムを提供しています。訪れた子どもたちは、自然の中

で心を弾ませながら活動に参加し、のびのびと自分らしさを発揮することができます。センター長の松原條一さん

は、「仲間づくりを楽しむ過程で、子どもたちの中から自然とリーダーが育つよう、そっと背中を押すことを大切に

している」と語っていました。 

また、道外や札幌から訪れるインターンシップ生の受け入れや、近隣の小中学

生にボランティア活動の機会を提供するなど、青少年の健全育成にも力を注い

でいます。対象者一人ひとりの特性を丁寧に理解し、それぞれに寄り添ったプ

ログラムづくりを大切にしています。 

自然の中での学びや出会いが、子どもから大人まで活動に参加する多くの人

の成長につながっています。ぜひ、ふぉれすと鉱山で、モモンガくらぶの活動が

生み出す温かさと自然の魅力を体感してみてください。 

 

《運動習慣に関する市町村教育委員会の取組》 渡島管内発 

「キーコキッズ夢みるクラブ」～おそろいの T シャツで、多様な運動を！～ 

木古内町では令和８年４月から、町内の小中学生を対象に、小中学生のための放課後ク

ラブ「キーコキッズ夢みるクラブ」を開始しました。同クラブは、経験や体力に関わらず運動やスポーツを楽しみた

い小中学生なら誰でも参加することができ、海岸や野山での運動・レクリエーションなど、季節に応じたプログラム

を実施しています。 

毎週水曜日の放課後に活動しており、第５回（５月 27 日）には、町内の砂浜でビーチクリーンや波遊び、鬼ごっこ

等を行い、交流を深めました。また、町内の企業から寄贈を受けたオリジナルの黄色いTシャツを身に付け、活動の

最後には参加者同士のよいところを褒め合い、子どもたちの仲間意識の醸成や自己肯定感の向上も図っています。 

参加している児童生徒からは、「運動が好きになった」、「疲れたけど楽しかった」など運動意欲の向上だけでは

なく、「毎週、拾っても拾ってもゴミ！」といった声が上がり、運動意欲の向上のみな

らず、環境問題に対する関心の高まりが伺えます。 

事業を担当しているプロジェクトマネージャーの彦井浩孝氏は、「キーコキッズを

通じて、木古内の自然をもっと身近に感じ、楽しみながら健康体力や自主性、協調

性を育む機会としたい」と語っています。活動の様子は、木古内町教育委員会公式

note でも発信していますので、今後の取組にぜひご注目ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森のようちえん「川はじめ」の様子 

ふぉれすと鉱山ＨＰ 

木古内町みそぎ浜での活動の様子 

木古内町教委公式 note 

【発行】北海道教育庁生涯学習推進局社会教育課 

電 話：011-204-5994（内線 35-519） 

メール：kyoiku.seigaku1@pref.hokkaido.lg.jp 

パートナー 賛助会員 

北海道こども・若者応援協会（旧北海道青少年育成協会）はこども・若

者の活動支援などを通じ、北海道の施策と呼応して、こども・若者が個人

として尊重され、自分らしく幸せに成長できる「こどもまんなか社会」の

実現を目指し、今年度より名称を変更して事業を展開しています。 Ｑ１．活動支援ってどんなことをしているの？ 

１．こども・若者を応援する体制づくりの促進     ⇒全道に約 230 名の推進員の配置や合同会議の開催など 

２．こども・若者を社会全体で応援する        ⇒応援大会(少年の主張全道大会)や応援フォーラムの開催 

  環境づくりの推進                優良図書「こどもたちに読んでほしい 200 冊」の選定・推奨など 

３．こども・若者の体験活動を通した社会参加の促進 ⇒どさんこ若者応援プロジェクト(交付金交付)の推進など 

Ｑ２．協会と一緒にこども・若者の活動を応援したい場合は？ 

協会では、皆様と一緒に活動を進めてくれるパートナーや賛助会員を募集してい

ます。詳細は、右のＱＲコードから御確認ください。 

社会教育課ホームページ→ 


